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戦
後
復
興
を
支
え
た
娯
楽

　

１
９
４
５
年
３
月
26
日
の
米
軍
に
よ
る

慶
良
間
諸
島
上
陸
に
続
い
て
、
４
月
１
日

の
沖
縄
本
島
上
陸
を
境
に
激
し
い
地
上
戦

が
展
開
す
る
一
方
、
現
在
の
本
市
内
の
範

囲
に
は
「
石
川
収
容
所
」、「
高
江
洲
収

容
所
」、「
平
安
座
収
容
所
」
等
の
収
容

所
が
設
置
さ
れ
、
人
々
は
そ
の
中
で
の
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
青
空
教
室
」
と
呼
ば
れ
る
か
た
ち

で
学
校
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り

に
、
軍
農
園
の
開
設
、
石
川
地
区
病
院

の
設
置
な
ど
、
教
育
や
食
糧
問
題
、
医

療
・
衛
生
が
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
米
軍

配
給
に
頼
る
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地
で
芸
能
や
沖
縄

角
力
大
会
、
闘
牛
大
会
と
い
っ
た
娯
楽

を
さ
さ
や
か
な
心
の
糧
と
し
な
が
ら
更

な
る
復
興
を
夢
見
ま
し
た
。

【石川の収容所での演芸会】

【棚原 文子さん（石川伊波）】

【資料展で説明を受ける生徒たち】

平
和
資
料
展

戦
後
復
興
の
地
う
る
ま
市

～
そ
の
時
人
々
は
立
ち
上
が
っ
た
～

　

沖
縄
戦
の
終
結
か
ら
70
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
本
市
で
は
こ
の
歴
史
的
事
実

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
正

し
く
継
承
し
て
い
く
た
め
平
和
資
料
展

を
は
じ
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

【
開
催
期
間
】
５
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　　
～
６
月
28
日（
日
）

※
休
館
日
：
月
曜
日
、
６
月
24
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
：
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
会
場
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

【
入
場
料
】
無
料

  
戦
争
を
語
る

　

昭
和
20
年
4
月
１
日
米
軍
が
上
陸
し
た

と
い
う
情
報
を
聞
い
て
中
ヌ
テ
ィ
ラ
を
出

て
石
川
岳
の
カ
ー
ラ
ン
小
へ
行
く
。
カ
ー

ラ
ン
小
に
は
石
川
の
人
が
大
勢
居
た
の
で
、

私
達
が
入
る
場
所
は
な
か
っ
た
。
仕
方
な

く
夜
通
し
あ
て
も
な
く
真
っ
暗
な
山
の
中

を
、
家
族
８
人
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い

た
ら
、
寝
て
い
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
足
を
踏

ん
で
し
ま
い
、
発
砲
さ
れ
足
を
踏
み
外
し

崖
か
ら
転
落
、
落
ち
た
所
は
谷
茶
の
杉

山
の
湿
地
帯
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
屋
嘉
方

面
へ
向
か
っ
て
飲
ま
ず
喰
わ
ず
で
歩
い
た
。

お
腹
が
す
い
て
泣
き
出
す
赤
ん
坊
に
写
真

を
し
ゃ
ぶ
ら
せ
な
が
ら
、
屋
嘉
の
山
に
着

い
た
。
屋
嘉
の
山
に
も
避
難
小
屋
を
作
っ

て
住
ん
で
い
る
避
難
民
が
大
勢
い
た
。
山

の
中
で
お
産
を
す
る
人
も
お
り
、
ソ
テ
ツ

の
葉
の
陰
で
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
翌
朝

に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
。
山
に
い
た
人
た
ち

は
次
々
と
石
川
の
収
容
所
へ
降
り
て
い
っ
た

が
、
私
達
は
３
ヶ
月
も
そ
こ
で
暮
ら
し
た
。

11月
宜
野
座
地
区
へ
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
住
民
が

松
原
に
戻
る
と
、具
志
川
初
等
学
校
が
再
開
さ
れ
る
。

１９４６（昭和２１）年
1月

田
場
に
沖
縄
文
教
学
校
附
属
初
等
学
校
（
現
田
場
小

学
校
）
が
開
校
。

金
武
湾
初
等
学
校
（
現
具
志
川
小
学
校
）
が
校
長
に

当
山
真
志
氏
を
迎
え
て
開
校
し
た
。

2月
石
川
警
察
署
設
置
さ
れ
る
。
定
員
１
０
２
名
。

沖
縄
行
政
機
構
改
革
で
前
原
市
及
び
平
安
座
市
が
解

消
し
、
戦
前
の
具
志
川
村
、
美
里
村
、
勝
連
村
、
与

那
城
村
が
復
活
。

3月
具
志
川
村
役
場
を
高
江
洲
か
ら
金
武
湾
へ
移
転
。
戦

後
初
代
村
長
に
天
願
朝
行
氏
が
任
命
さ
れ
る
。

石
川
高
校
の
南
側
台
地
に
伊
波
初
等
学
校
開
校
。

末
頃
に
は
前
原
地
区
の
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
。

4月
城
前
、
宮
森
の
生
徒
の一
部
を
割
い
て
新
た
に
石
川

ビ
ー
チ
内
に
大
洋
初
等
学
校
を
創
立
す
る
。

字
桃
原
（
現
在
の
前
原
）
に
桃
原
初
等
学
校
が
開
校
。

沖
縄
中
央
政
府
が
東
恩
納
に
創
立
。

沖
縄
中
央
政
府
知
事
に
志
喜
屋
孝
信
氏
が
任
命
さ
れ
た
。

知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て
沖
縄
民
政
議
会
が
発
足

し
、
沖
縄
諮
詢
会
は
解
散
。

5月
沖
縄
中
央
銀
行
（
現
琉
球
銀
行
）
設
立
。

12月
沖
縄
中
央
政
府
を
沖
縄
民
政
府
に
改
称
。

１９４７（昭和２２）年

3月
前
原
高
等
学
校
が
高
江
洲
よ
り
与
那
城
村
西
原
の
勝

連
グ
ス
ク
の
麓
に
米
軍
施
設
の
提
供
を
う
け
て
移
転
。

平
敷
屋
区
旧
籍
に
復
帰
。
同
年
５
月
か
ら
南
風
原
、
平
安

名
か
ら
の
移
動
が
始
ま
り
、
同
年
８
月
に
移
動
完
了
す
る
。

8月
桃
原
初
等
学
校
が
前
原
初
等
学
校
を
吸
収
合
併
し
幸

崎
初
等
学
校
と
改
称
。

１９４8
（昭和２3）年

7 月
日
本
本
土
及
び
海
外
か
ら
の
帰
還
者
の
受
け
入
れ
が

始
ま
り
村
の
人
口
が
急
激
に
大
量
増
加
す
る
。

１９４9
（昭和２4）年

6 月
津
堅
島
民
の
帰
島
。

１９52
（昭和２7）年

11 月
宇
堅
の
住
民
の
復
帰
が
許
可
さ
れ
る
。

１９53
（昭和２8）年

天
願
の
住
民
の
復
帰
が
許
可
さ
れ
る
が
、
Ｑ
Ｍ
カ
ン
パ
ン

は
残
さ
れ
、
解
消
に
な
っ
た
の
は
１
９
５
６
年
で
あ
っ
た
。


